
～高松市の未来を話そう！ 

高松第一高等学校生徒と高松市議会議員による意見交換会～（第１回目） 

 

日時：令和５年９月２９日（金） 午後３時４０分～午後５時 

会場：高松第一高等学校 

 

【午後３時４０分】 

新校舎棟 大会議室にて全体会を開催。 

司会は、高松市議会 造田議会運営副委員長。 

 

まず、高松市議会 白石議長が挨拶し、続いて、 

高松第一高等学校の髙﨑校長から御挨拶をいただき 

ました。 

 

そして、高松市議会 橋本議会運営委員長から 

交換会の進め方等を説明し、その後、テーマごとに 

分かれたグループで意見交換をするために、会場を 

移動しました。 

 

 

【午後４時】 

グループごとに高松市議会の各常任委員長が中心となって意見交換会を開始 

 

 

 グループ１（総務常任委員会） 

 （１階 大会議室にて） 

テーマは、「防災情報等を広く市民に伝えるために」 

まず、杉本委員長からテーマの概要を説明し、 

委員長の司会で５人の一高生と意見交換をしました。 

 一高生からは、「屋外拡声子局（屋外スピーカー）

などは、災害時には窓を締め切っているため、高齢者

は特に聞こえないのでは」や「スマホを使って情報を

得ることが多いが、ＳＮＳやユーチューブなど、市か

らの情報発信をそんなに知らない」との意見、また「議

員自身ももっと情報発信してはどうか」などの御意見

をいただきました。 

次回は、「デジタルに強い人・弱い人・高齢者・若者など、様々な人に対しどうやって情報を伝えて

いくか」や「学生だからこそ提案できるＳＮＳの有効活用」などについて、議論を深めていくことと

なりました。 

 



 グループ２（教育民生常任委員会） 

（１階 第１小会議室にて） 

テーマは、「ＩＣＴを活用し保育の充実を目指すた

めに」 

 まず、春田副委員長からテーマの概要を説明し、 

橋本委員長の司会で４人の一高生と意見交換を 

しました。 

ＩＣＴの活用に関して、一高生からは、「高校では

学習アプリを活用して欠席連絡やスケジュール、動画

の共有などをしている」や「アプリを使う先生も得意・

不得意がある」などの発言のほか、「ピアノ伴奏など

もタブレットでできれば、保育士の負担軽減やなり手不足解消につながるのでは」との意見もいただ

きました。 

次回はあらためて「子どもと触れ合う時間を確保するためには」や「ＩＣＴを活用した学びや遊び

の支援」などについて、議論を深めていくこととなりました。 

 

 グループ３（経済環境常任委員会） 

（２階 アクティブ ラーニング ラボにて） 

テーマは、「地域全体での脱炭素化を目指して」 

 まず、住谷副委員長からテーマの概要を説明し、 

坂下委員長の司会で４人の一高生と意見交換を 

しました。 

一高生からは、脱炭素に関して普段気をつけている

こととして、「缶やペットボトルのリサイクル」や「買

い物の時のエコバックの使用」、「エアコンの設定温度

の調整」などの意見があったほか、「そもそも、脱炭

素についてあまり知識がなく、何をしていいのかわか

らないので、どのようなことが脱炭素につながるのか示してほしい、知る機会が欲しい」などの率直

な意見がありました。次回は、具体的に「若者が脱酸素について興味を持つきっかけづくりや本市で

の取組をより効果的に発信するためには」などについて、議論を深めていくこととなりました。 

 

 グループ４（建設消防常任委員会） 

（１階 第２小会議室にて） 

テーマは、「街路樹を安全で効果的に機能させるため

に」 

 まず、辻󠄀副委員長からテーマの概要を説明し、 

中西委員長の司会で４人の一高生と意見交換をしま

した。 

街路樹について一高生からは、「根上がりで通行時

の道が危ない」や「高木化しすぎて電線に触れてしま

うことがある」などの意見がありましたが、全員、街

路樹の緑は残したいとの意見で一致していました。 



そこで、どんな風に残していけばよいかについて、「葉の落ちない木など手間のかからない木を植え

る」や「低木の代わりに花を植える」などの意見のほか、「地域で管理を分担するなど、市民の助けを

得て残していく」などの意見もいただきました。 

次回は、「街路樹を残していくために、自分はどんな協力ができるか」や、「街路樹に愛着をわかせ

るためにはどのように取り組めばよいか」などについて、議論を深めていくこととなりました。 

 

【午後４時４５分】 

再度、大会議室に集合し、各常任委員長から、グループごとの議論の概要等を発表して、第１回目

の意見交換会を終了しました。 

生徒の皆さんからは、高校生ならではの様々な意見をいただき、有意義な意見交換ができました。

２回目の意見交換会も有意義なものとしていきたいと思います。 

ありがとうございました。 

 


